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そこで  
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東京地下鉄株式会社（本社：東京都台東区、代表取締役社長：山村 明義、以下「東京メトロ」）は、

日本の地下鉄では初めてとなる無線式列車制御システム（CBTCシステム）を導入し、2024年 12月 7日

(土)から丸ノ内線の全線において使用を開始しました。 

CBTCシステム※では、現在使用している既存システムよりも列車間の間隔を短くすることができるよう

になり、高い遅延回復効果が得られることや、軌道回路に起因する輸送障害の減少等、運行の安定性向

上が見込まれます。 

※ CBTCシステム（Communications-Based Train Control System）とは、列車の安全・安定運行を制

御するために無線通信技術を利用する信号保安システムの一つです。地上装置が先行列車の位置な

どから後続列車が走行可能な位置を算出し、無線を介して後続列車に伝え、後続列車は自ら走行可

能な速度を計算して運行を制御するシステムです。 

 

１ 使用開始区間 

 丸ノ内線の全線（池袋駅～荻窪駅 24.2km  中野坂上駅～方南町駅 3.2km 計 27.4㎞） 

 

２ 使用開始日 

 2024年 12月 7日（土）始発から 

 

東京メトロは、今後も列車運行の安定性向上に向けた取組みをすすめ、快適で安全・安心な鉄道サー

ビスを提供していきます。 

 

 

                                 

 

 

 

  

 

 

 

 

①先行列車は自列車の 

位置を地上装置へ送信 

②地上装置は先行列車の在線位置から

計算した停止限界点を後続列車へ送信 

③後続列車は停止限界点までの減速 

パターンを計算し、ブレーキを制御 

停止限界点 CBTCシステムの走行イメージ 

日本の地下鉄で初の導入 



 

 

 

無線式列車制御システム「ＣＢＴＣシステム」について 

 

１ システム概要 

  

 

２ 高い遅延回復効果について（固定閉そくから移動閉そくへの変更） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別 紙 

※閉そく ： 一定の区間に同時に２以上の列車を進入させないために、その区間を一列車の運転に専用させること。 


